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平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
３
カ

月
が
過
ぎ
、
季
節
も
春
か
ら
夏
へ
と
移
り
変

わ
り
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
・
施
行
さ

れ
、
帰
還
困
難
区
域
内
に
、
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
の
復
興
及
び
再
生
を
推
進
す
る
た

め
の
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
帰
還
困
難
区
域
を
含
め
た
双
葉
町
内

の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
よ
う
や
く
着
手
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
定
復
興
再
生
拠

点
の
具
体
的
な
内
容
は
、
政
府
が
閣
議
決
定

す
る
新
た
な
「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
」

に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
を
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
改
め
て

練
り
上
げ
た
計
画
を
策
定
し
、
福
島
県
と
協

議
の
上
、
国
に
認
定
申
請
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

５
月
21
日
に
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
が
い
わ

き
事
務
所
を
来
訪
し
た
際
に
は
、
佐
々
木
清

一
町
議
会
議
長
、
岩
本
久
人
町
議
会
副
議
長

と
と
も
に
町
の
意
向
を
最
大
限
尊
重
し
た
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
の
認

定
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
に
は
、
い
わ
き
市
錦
町
の
仮
設

校
舎
体
育
館
で
町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
の
運

動
会
が
開
催
さ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
競
技
す
る
姿
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
子
ど
も
た
ち
が
増

え
、
現
在
の
体
育
館
で
は
狭
く
な
り
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
い
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
加
須

市
の
小
学
校
で
も
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
双
葉
町
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
就
学
し

て
い
る
騎
西
小
学
校
で
は
、
今
年
も
双
葉
町

民
の
指
導
に
よ
り
「
ふ
た
ば
音
頭
」
を
全
校

生
で
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
く
騎
西
小
学
校
の
ご
配
慮
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

６
月
５
日
に
は
、
古
く
か
ら
町
内
で
営
業

を
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
「
伊
達
屋

双
葉
６
号
Ｓ
Ｓ
」
（
吉
田
知
成
社
長
）
が
国

道
６
号
沿
い
で
営
業
を
再
開
い
た
し
ま
し

た
。
給
油
の
際
に
は
水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
や

休
憩
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
昨
年
９
月
に
は
、
田
中

合
名
会
社
双
葉
給
油
所
も
営
業
を
再
開
し

て
お
り
、
町
内
の
国
道
６
号
に
２
つ
の
灯
り

が
と
も
っ
た
こ
と
は
復
興
へ
の
大
き
な
弾

み
に
な
る
と
た
い
へ
ん
心
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
双
葉
厚
生
病
院
前
の
国
道
６
号
交

差
点
の
花
壇
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
で
、
町
内
の
復

興
関
連
事
業
に
携
わ
る
企
業
の
協
力
に
よ

り
、
約
２
千
株
の
ベ
コ
ニ
ア
の
花
が
植
栽
さ

れ
、
通
る
人
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
が
双
葉
町
の
復
興
を
願
い
、

後
押
し
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

梅
雨
明
け
と
と
も
に
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
す
。
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
の

で
、
よ
り
一
層
お
体
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　５月２１日、吉野正芳復興大臣が就任あいさつのため

いわき事務所を訪れ、伊澤町長が、佐々木清一町議会議長、

岩本久人町議会副議長とともに、双葉町の復興に向けた

最重点要望を行い、要求項目の実現を強く求めました。

　要望項目は次のとおりです。

１　 双葉町の意向を最大限尊重した特定復興再生拠

点区域復興再生計画の認定

２　 中野地区復興産業拠点への企業誘致等に対する

支援

３　 被害実態に即した賠償の実施と長期避難が続く

双葉町民の生活再建支援

４　 町有財産（土地・建物）に係る損害賠償方針の

早期提示

５　 帰還困難区域全域の避難指示解除に向けた取り

組みの継続

吉野復興大臣へ

双葉町の復興に向けた最重点要望を行いました
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　５月２２日、株式会社民報印刷様（二瓶盛一代表取締役
社長）より、町の復興のために役立ててほしいとご寄附を
いただきました。

　５月２３日、福島ひまわり里親プロジェクト様（半田真
仁理事長）より、ひまわりの種をいただきました。復興拠
点となる両竹・浜野地区において大切に育てていきます。

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

　

こ
の
た
び
、
羽
根
田
信
さ
ん
（
長
塚
一
）
が
、
多
年
に
わ
た
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
根
田
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
12
月
１
日
に
双
葉
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
就
任
、
以
来
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
30
年
間
、

地
域
福
祉
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
い
わ
き
市
南
台
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
に
お
い
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
伊
澤
史
朗
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
全
町
避
難
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
過
酷
な
状
況
の
中
、
全
国
各

地
で
不
安
な
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
気
遣
い
、
双
葉
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、
卓
抜
な
る
識
見
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
協
議
会
の
統
括
と
運
営
の
か
じ
取
り
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

羽
根
田
さ
ん
は
「
避
難
で
孤
立
し
て
い
る
方
が
ま
だ
い
る
の

で
、
心
優
し
く
付
き
添
い
、
不
安
を
払
し
ょ
く
し
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
根
田
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

羽
根
田
信
さ
ん
（
長
塚
一
）

厚

生

労

働

大

臣

特

別

表

彰

厚

生

労

働

大

臣

特

別

表

彰

　６月３日、第７０回福島県消防大会が本宮市し
らさわカルチャーセンターで開催されました。そ
の席上で日本消防協会定例表彰の報告が行われ、
双葉町消防団がこれまでの実績が認められ優良消
防団として竿頭綬を受賞し、伝達されました。
　６月５日、双葉町消防団石井義幸団長と渡辺浩
美副団長がいわき事務所を訪れ、伊澤史朗町長に
受賞の報告を行いました。
　伊澤町長は、長年の消防団活動の功績に感謝を
述べるとともに、４月２９日に発生した十万山山
林火災の対応に対し御礼を述べました。石井団長
は「避難により消防団活動が制約され団員の確保
が難しい中で、連絡網を確立し災害発生の際に動
ける団員の把握に努めたい」と述べられました。

温かいご支援をありがとうございます

厚

生

労

働

大

臣

特

別

表

彰

双葉町消防団が竿頭綬を受賞双葉町消防団が竿頭綬を受賞双葉町消防団が竿
か ん と う じ ゅ

頭綬を受賞
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保
証
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年

３
月
末
か
ら
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

各
世
帯
に
貸
与
し
、
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
集
会
や
個
別
相
談
会
な
ど
で
操
作
の

説
明
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
な
ど

を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
迅
速
な
情

報
発
信
や
町
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
31
日
、
双
葉
町
に
お
け
る
町
内
復

興
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
と
「
双
葉
町
内

復
興
拠
点
の
整
備
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
協
力
協
定
書
」
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）

の
中
で
位
置
付
け
た
「
新
た
な
産
業
・
雇

用
の
場
」
と
「
発
信
の
場
」
と
し
て
の
中

野
地
区
、
及
び
「
新
た
な
生
活
の
場
」
と

し
て
の
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る

　

平
成
28
年
度
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
双
葉
町
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
は
、

震
災
か
ら
６
年
間
の
町
の
動
き
を
確
認

し
、
町
民
や
行
政
区
長
、
災
害
対
応
に
あ

た
っ
た
関
係
者
な
ど
の
証
言
を
基
に
編
集

し
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
３
月
に
完

成
、
３
月
下
旬
か
ら
各
世
帯
へ
発
送
し
、

平
成
29
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

３
月
定
例
会
以
降
の

－

震
災
記
録
誌
発
刊

－ 行 

政 

報 

告

復
興
ま
ち
づ
く
り
を
協
力
し
て
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
６
日
、
双
葉
町
立
小
・
中
学
校
合

同
入
学
式
及
び
ふ
た
ば
幼
稚
園
入
園
式

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
南
小
学
校
に
３

名
、
北
小
学
校
に
４
名
、
中
学
校
に
７
名

が
入
学
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
に
３
歳
児
が
２

名
、
４
歳
児
が
１
名
、
５
歳
児
が
１
名
入

園
い
た
し
ま
し
た
。
園
児
、
児
童
、
生
徒

数
の
合
計
は
昨
年
度
当
初
よ
り
11
名
多
い

46
名
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
園
児
、
児

童
、
生
徒
数
が
増
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

４
月
29
日
夕
方
頃
に
、
浪
江
町
井
手
地

内
か
ら
発
生
し
た
林
野
火
災
は
、
双
葉
地

方
消
防
本
部
及
び
県
内
各
消
防
本
部
か
ら

の
応
援
部
隊
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
地
上

消
火
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
消
火

な
ど
懸
命
な
消
火
活
動
の
結
果
、
出
火
か

ら
12
日
目
と
な
る
５
月
10
日
に
鎮
火
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
林
野
火
災
の
対
応
と
し
て
、
双

葉
町
災
害
対
策
本
部
、
浪
江
町
と
の
現
地

合
同
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
鎮
火
ま
で

の
間
、
町
職
員
等
延
べ
１
２
８
名
が
町
災

害
対
策
本
部
及
び
現
地
合
同
災
害
対
策
本

部
に
詰
め
、
情
報
収
集
や
消
火
部
隊
へ
の

後
方
支
援
活
動
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域
で
の
火
災
は
、

特
殊
な
環
境
下
で
の
消
火
活
動
と
な
り
、

消
火
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き

課
題
を
多
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

さ
ら
に
、
国
、
県
、
関
係
市
町
村
、
各
種

機
関
な
ど
に
配
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
複
合
災
害

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
正
し

く
語
り
継
ぎ
、
教
訓
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
き

ず
な
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
３
年
を
経

過
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
経
年
劣
化
や

行

政

経

過

－

町
立
幼
・
小
・
中
学
校
関
係

－

－

林
野
火
災

－

－

復
興
ま
ち
づ
く
り
関
係

－

－

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
関
係

－
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会
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
や
保
護
者
か
ら

の
声
援
を
受
け
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
大
き
な
成
長
を
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
中
野
地
区
復

興
産
業
拠
点
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、

３
月
22
日
に
開
催
し
た
第
１
回
双
葉
町
復

興
整
備
協
議
会
に
お
い
て
、
国
と
県
の
協

議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
23
日
に
町
と

し
て
都
市
計
画
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
４
月
15
日
、
16
日
の
２

日
間
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
の
整
備

に
係
る
地
権
者
説
明
会
を
開
催
し
、
土
地

利
用
計
画
及
び
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
土

地
代
金
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
か
ら
用

地
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
個
別
説

明
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
が
整
備
す
る
復
興
祈
念

公
園
に
つ
い
て
は
、
５
月
31
日
に
開
催
し

た
第
２
回
双
葉
町
復
興
整
備
協
議
会
で
の

審
議
を
経
て
、
６
月
２
日
に
、
復
興
祈
念

公
園
の
区
域
約
48
．
４
ha
の
う
ち
、
双
葉

町
大
字
中
浜
、
大
字
両
竹
、
大
字
中
野
の

一
部
の
区
域
約
22
．
８
ha
の
都
市
計
画
が

決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二

次
）
に
記
載
さ
れ
た
施
策
を
具
現
化
さ
せ

る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中

堅
・
若
手
職
員
が
役
場
庁
内
共
通
認
識
の

も
と
全
体
で
町
の
復
興
に
取
り
組
む
検
討

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
庁
内
の
検
討
組

織
で
あ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
推
進
会

議
幹
事
会
の
も
と
に
、
検
討
会
と
し
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
早
急
に
検
討
が
必
要
な

課
題
で
あ
る
、
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
、
駅
西
地
区
復
興
拠
点
の
構
想
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
の
在
り
方
、
震
災
事
故
の

教
訓
と
復
興
の
過
程
の
記
録
・
発
信
・
伝

承
、
行
政
機
能
の
回
復
の
５
つ
の
テ
ー
マ

ご
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
５
月
30
日
、
31
日
に
開
催
し
た
第
１

回
目
の
会
議
で
熱
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
２
回
ず
つ
会
議
を
開

催
し
、
８
月
を
目
途
に
成
果
を
取
り
ま
と

め
、
幹
事
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
副

町
長
及
び
管
理
職
で
構
成
す
る
計
画
推
進

会
議
へ
の
提
案
や
、
今
後
設
置
予
定
の
復

興
町
民
委
員
会
、
有
識
者
会
議
か
ら
も
意

見
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
策
定
す
る
実
施

計
画
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

す
。
本
町
に
お
い
て
は
全
町
民
が
避
難
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
隣
接
町
村
の
住

民
の
帰
還
の
状
況
を
見
る
と
、
非
常
時
に

お
け
る
自
治
体
間
の
「
助
け
合
い
」
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
自
治
体
間
の
連
携
を
図
り
防
災
力

を
補
う
体
制
づ
く
り
の
構
築
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

５
月
19
日
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
・
施

行
さ
れ
、
帰
還
困
難
区
域
内
に
、
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
の
復
興
及
び
再
生
を
推

進
す
る
た
め
の
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
帰
還
困
難
区
域
を
含
め
た
町

内
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
、
よ
う
や
く
本

格
的
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
５
月
21
日
に
は
、
い
わ
き
事
務
所
に

来
訪
さ
れ
た
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
に
対
し

て
、
佐
々
木
議
会
議
長
、
岩
本
議
会
副
議

長
同
席
の
も
と
、
双
葉
町
の
意
向
を
最
大

限
尊
重
し
た
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復

興
再
生
計
画
の
認
定
を
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
福
島
復
興
再
生

特
別
措
置
法
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
議

会
と
と
も
に
復
興
庁
か
ら
説
明
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

５
月
27
日
、
町
立
小
中
学
校
仮
設
校
舎

体
育
館
で
学
校
再
開
以
来
３
回
目
の
幼
稚

園
、
南
・
北
小
学
校
合
同
運
動
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り
園

児
、
児
童
数
が
９
名
多
い
35
名
で
の
運
動

－

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
改
正

－

－

町
立
幼
・
小
学
校
合
同
運
動
会

－

－

町
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

－

　

応
急
仮
設
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
福
島
市
さ
く
ら
応
急
仮
設
住

宅
、
白
河
市
郭
内
第
二
応
急
仮
設
住
宅
を

本
年
３
月
末
で
閉
鎖
し
、
ま
た
、
猪
苗
代

町
上
川
原
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
も
５

月
末
で
閉
鎖
し
、
福
島
県
に
返
還
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
応
急
仮
設
住
宅
は
、

６
月
１
日
現
在
で
県
内
に
７
カ
所
、
６
４
７

戸
を
管
理
し
、
う
ち
１
７
１
戸
、
２
５
７

名
の
方
々
が
入
居
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
に
お
け
る
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
状
況
で
す
が
、
い
わ
き
市
勿
来
酒
井
団

地
の
４
月
末
現
在
に
お
け
る
工
事
進
捗
率

は
、
基
盤
整
備
工
事
が
88
パ
ー
セ
ン
ト
、

集
合
住
宅
建
築
工
事
が
４
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
、
団
地
内
道
路
の
整
備
と
集

合
住
宅
の
杭
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

－

仮
設
住
宅
・
復
興
公
営
住
宅

－
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ご寄附いただきました皆さま、ありがとうございました。

　全国の皆さまから寄せられました、双葉町ふるさと応援基金（ご寄附）に心より感謝申し上げます。

　お寄せいただきました寄附金の運用状況については、下記のとおりです。

　積み立てた基金は、ご寄附いただきました皆さまのご主旨に沿うよう、今後大切に活用させていただきます。

ふるさと応援基金積立金積立額
（平成２９年３月３１日現在）

【平成２０年度から平成２８年度までの双葉町ふるさと応援基金の件数と金額】

【平成２８年度　双葉町ふるさと応援基金の件数と金額、運用実績】

件　　数 金　　額

「人づくり」に関する事業 ６５件 ６，７２５，０２５円

「産業振興」に関する事業 ３３件 １，１１８，０００円

「健康・福祉」に関する事業 ７３件 ３，９２２，６６２円

「生活・環境」に関する事業 ９１件 １３，６７９，５０８円

「行財政の運営」に関する事業 ２５件 ６２３，０００円

町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ３５１件 ３１，７４１，７２５円

預金利息 － １７，０２５円

合　　計 ６３８件 ５７，８２６，９４５円

件　　数 金　　額

「人づくり」に関する事業 １０件 ２１６，５２５円

「産業振興」に関する事業 ９件 ５１１，０００円

「健康・福祉」に関する事業 １４件 １，００１，０００円

「生活・環境」に関する事業 １８件 ７７１，０００円

「行財政の運営」に関する事業 １件 １，０００円

町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） ６２件 ３，００５，５０２円

合　　計 １１４件 ５，５０６，０２７円

〇寄附金実績

〇運用実績 ・利用総額　　双葉町婚活支援事業（「人づくり」に関する事業 ）　 ７４９，２０４ 円

　６月１８日、双葉町婦人会の代表がいわき事務所を訪れ、
会員の皆さんが一つひとつ丁寧に手作りした交通安全のスト
ラップを寄贈していただきました。
　コーヒーミルクの容器を加工して可愛らしい帽子の形に作
られたストラップは、双葉町立学校の園児・児童・生徒及び
７月に開催される「集まれ！ふたばっ子２０１７」に参加する
児童・生徒へ贈られる予定となっています。

双葉町婦人会から双葉町婦人会から
事故防止（帽子）ストラップの贈呈事故防止（帽子）ストラップの贈呈

双葉町婦人会から
事故防止（帽子）ストラップの贈呈
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ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
「
伊
達
屋 

双
葉
６
号
Ｓ
Ｓ
」

双
葉
町
内
で
再
オ
ー
プ
ン

　

町
内
の
国
道
６
号
沿
い
に
あ
る
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
「
伊
達
屋 

双
葉
６
号
Ｓ
Ｓ
」

が
６
月
５
日
、
双
葉
町
内
に
お
い
て
事
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
再
開

す
る
の
は
、
平
成
28
年
９
月
に
再
開
し
た

田
中
合
名
会
社
に
続
き
２
件
目
と
な
り

ま
す
。

　

再
オ
ー
プ
ン
の
直
後
か
ら
復
興
作
業

に
あ
た
る
車
両
が
次
々
と
給
油
に
訪
れ

て
お
り
、
従
業
員
の
方
々
が
元
気
の
い
い

声
で
車
両
を
迎
え
、
給
油
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

店
舗
の
中
に
は
、
清
潔
感
溢
れ
る
休
憩

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
町
の
広
報
紙
な
ど
を

閲
覧
で
き
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
給
油
の
際
に
一
息
つ
け
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
の
吉
田
知
成
さ
ん
は
「
復

興
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
車
両
に
燃
料
を

届
け
る
こ
と
で
、
町
の
復
興
が
早
く
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

町
内
で
再
開
し
た
事
業
所
が
増
え
た
こ

と
は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

◇
営
業
時
間 

… 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
平
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

☎
０
２
４
０ 

－ 

３
３ 

－ 

２
２
１
２

　

５
月
19
日
、
上
羽
鳥
地
区
の
記
録
誌

「
ふ
る
さ
と
の
灯
は
消
え
ず
…
想
い
を
未

来
に
託
し
て
」
が
完
成
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
代
表
の
今
村
樹
重
さ
ん
と
松
木

秀
男
さ
ん
が
伊
澤
史
朗
町
長
に
報
告
に

訪
れ
、
記
録
誌
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

地
区
の
皆
さ
ん
が
写
真
や
資
料
の
提

供
に
協
力
し
編
集
さ
れ
て
お
り
、
上
羽
鳥

地
区
で
の
生
活
を
思
い
出
せ
る
よ
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

上
羽
鳥
地
区　

記
録
誌
発
行

上
羽
鳥
地
区　

記
録
誌
発
行

「
ふ
る
さ
と
の
灯
は
消
え
ず

　

…
想
い
を
未
来
に
託
し
て
」

上
羽
鳥
地
区　

記
録
誌
発
行

　

５
月
17
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
で
、
町
内
の

国
道
６
号
沿
い
双
葉
厚
生
病
院
入
口
交
差

点
の
花
壇
に
色
と
り
ど
り
の
花
々
の
植
栽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
花
が
植

え
ら
れ
る
の
は
約
７
年
ぶ
り
で
、
美
し
い

ふ
る
さ
と
が
戻
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め

て
、
約
２
千
株
の
ベ
コ
ニ
ア
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

伊
澤
史
朗
町
長
も
参
加
し
「
一
時
帰
宅

し
た
方
々
が
花
壇
を
見
て
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
作
業
に
は
他
に
も
、
町

内
の
復
興
関
連
事
業
に
当
た
る
企
業
な
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
花
壇
へ

色
と
り
ど
り
の
花
壇
へ

７
年
ぶ
り　

国
道
６
号

７
年
ぶ
り　

国
道
６
号

色
と
り
ど
り
の
花
壇
へ

７
年
ぶ
り　

国
道
６
号
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【アクセス】

　遠方に避難している町民の方から一時立入りで家の片付けや修繕を行う際に、近くに宿泊施設を確保でき
ず、十分な作業時間が取れないという意見が寄せられていました。
　このため、浪江町と協議し、双葉町民の方も「ホテルなみえ」が利用できるようになりました。
　家の片付けや町民同士の交流にご活用ください。

　町では、町民の方へタブレット端末を無償貸与し、迅速な情報提供と町民の交流機会の創出などを図って
います。
　現在、タブレット端末をご利用されていない町民の方を対象にしたタブレット端末の追加募集（６００台）
を行っています。ご希望される方は募集期間中にお申し込みください。

　平成２３年３月１１日時点において双葉町に住所を
有していた方（世帯）。
　原則として、避難先世帯につき貸与する端末は１台
としていますが、単身赴任や、やむを得ない事由によ
り避難先世帯とは別の場所にお住いの方（分離世帯）

に対して端末の貸与を認めています。

　（分離世帯の方が学生の場合は貸与不可となります
のでご了承ください。）

　「ふたばのわ」（４月１５日号）に同封している
申込書及び借用書（兼同意書）に必要事項をご記
入のうえ、返信用封筒にてご郵送ください。

浪江町の「ホテルなみえ」が利用できるようになりました

【問い合わせ先】 ☎ ０１２０－２７４－２８０（受付時間　９：００～１８：００（平日））ふたばアプリ運営サポートセンター

※ 　昨年と同程度の送迎バス運行を予定しております。今後、別途送付いたします双葉町敬老会のお知らせを
ご確認いただき、お申し込みください。なお、お申し込み状況により送迎バス運行ルートが変更となる場合
がございますのであらかじめご了承願います。

　 　また、マイカーでの参加も可能です。交通事故に十分注意し、安全運転でお越しください。

　昨年、震災後初めて敬老会を開催したところ、ご好評をいただきました。

　ご敬老を迎える皆さまのきずなを深め、ふるさと双葉町を共有する時間を過ごしていただくため、

下記の日程で敬老会を開催いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。

双葉町敬老会の開催について

対象となる方（世帯） 申し込み方法

平成２９年４月１７日（月）～
平成２９年９月２９日（金）

募集期間

～ タブレット端末の追加募集について ～

双葉町ＩＣＴきずな支援システム事業

開  催  日：

開催場所：

対象の方：

平成２９年９月１８日（月）　敬老の日

いわき市常磐藤原町蕨平５０　スパリゾートハワイアンズ

６５歳以上の方（昭和２８年４月１日以前生まれの方）で、

平成２９年６月１日現在双葉町に住民登録のある方。

または、平成２３年３月１１日時点で双葉町に住民登録があった方。

場　所：

料　金：

時　間：

予　約：

駐車場：

【施設概要】

浪江町大字権現堂字新町１８
１人１泊２，０００円（食事なし・税込）
チェックイン午後３時
チェックアウト午前１０時
０２４０－２３－５４１０
ホテルに隣接し１０台程度
※食事や浴衣の提供はありません

祝
敬老

６００台募集台数 　　　　　（※先着順に受付し、６００台
に達した時点で終了します。）
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Ａ－０１

県工事安全協

Ｃ－０５

県工事安全協

Ｂ－０２

県工事安全協

Ｄ－０４

県工事安全協

　法務局では、富岡出張所管内の８町村（富岡町、広野町、　　葉町、大熊町、川内村、浪江町、双葉町、葛尾村）
の復興支援及び帰還住民に対する行政サービスの向上を図ることを目的として「派遣登記所」を開設します。

【問い合わせ先】 ☎ ０２４－５３４－１１１１福島地方法務局総務課

【問い合わせ先】

☎ ０２４４－２６－５９２４ダンプトラック情報ダイヤル

福島地方法務局「派遣登記所」開設のお知らせ

１、開設日時

平成２９年７月２０日（木）から
毎月第１・３木曜日（午前１０時 ～ 午後３時）

２、場所

福島地方法務局富岡出張所庁舎
福島県双葉郡富岡町小浜字５５４番地７

３、取扱事務

（１）登記相談に関する事務
　　 登記相談は予約制により取り扱っています。
　　 ※予約先：福島地方法務局富岡出張所
　　　　　　　 ☎  ０２４６－３５－５６７０

（２）登記申請に関する事務
　　 不動産登記事務の受付等を行います。
　　 なお、会社等に関する事務は取り扱いません。

（３）証明書等に関する事務
　　 登記事項証明書、地図の写し等及び印鑑証明書
　　 の交付請求の受付を行います。
　　 ※各証明書は、後日法務局から郵送されます。

（４）その他
 　　収入印紙及び郵便切手の取り扱いを行っており
　　 ませんので、郵便局等でお買い求めください。

　当協議会では、運転者の交通安全に対する意識向上や過積載を行わないなどの法令遵守に対する意識向上、
並びに地域の皆さまからご意見がある場合は迅速に対応できるよう、平成２７年度より大型工事用車両に
ステッカーを掲示する取り組みを実施しているところであります。
　ステッカーは、県の発注者ごとに色分けして、工事箇所と受注者が分かるようアルファベットと数字で表示
し、歩行者や一般車から見やすい位置に掲示しています。

　工事用車両等に対するご意見がある場合は、下記の問い合わせ
先までお電話ください。その際、掲示されているステッカーの色、
アルファベット、数字をお伝えください。

福島県相双管内工事安全推進協議会からのお知らせ

○ 福島県の発注機関とステッカー色

大型工事用車両（ダンプトラック等）へのステッカー掲示の取り組みについて

　

平
成
29
年
10
月
１
日
よ
り
法
律
が

改
正
さ
れ
、
最
長
２
歳
ま
で
育
児
休

業
の
再
延
長
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
事
業
所
に
お
い
て
、

10
月
１
日
ま
で
に
改
正
内
容
に
沿
っ

た
就
業
規
則
の
変
更
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇ 

事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者
等
向

け
に
、
県
内
４
会
場
で
改
正
法
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
７
月
10
日
（
月
）

　

い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ

・
７
月
18
日
（
火
）

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

・
７
月
25
日
（
火
）

　

会
津
ア
ピ
オ

・
８
月
３
日
（
木
）

　

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
４

－

５
３
６

－

４
６
０
９

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
育
児
・
介
護
休
業
法
が

　
　
　

 

改
正
さ
れ
ま
す
」

大型工事用車両前面のイメージ 大型工事用車両後方のイメージ

Ａ－９９

県工事安全協

Ａ－９９

県工事安全協

相双農林事務所
農村整備部発注工事

相双建設事務所
富岡土木事務所発注工事

（例）

（黄）

（例）

（橙）

相双農林事務所
森林林業部発注工事

相馬港湾建設事務所
発注工事

（例）

（緑）

（例）

（青）
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　５月２７日（土）双葉町立ふたば幼稚園・双葉南小学校・双葉北小学校の合同運動会が開催され

体育館いっぱいに園児・児童の歓声と笑顔が広がりました。保護者の皆さま、南台仮設住宅やいわ

き市内の地域の皆さま、そして来賓の皆さまなど多くの方々が見守る中、最後まで諦めず一生懸命

競技する子どもたち。そして、閉会式で元気よく大きな声で歌われた両校の校歌を聞いて懐かしさ

が込み上げてきました。この３カ月、教育委員会定例会をはじめ、社会教育委員の会議、体育協会

やスポーツ推進委員会、そして婦人学級開級式での話し合いなど、それぞれの置かれている現状を

考慮し、少しでも魅力ある計画にしようと談笑しながらも真剣に話し合う姿に、優しさと頼もしさ

を感じました。会議が終わってからの懇談や、過日行われた双葉ふれあいクラブ主催による双葉町

民交流パークゴルフ大会でも、町民の皆さまと久し振りにお話ができて改めてふるさとの繋がりを

持つことが出来たことは大変有意義でありました。

就任３カ月が過ぎて

　町民の皆さまとの触れ合いを通じて強く感じたことは、双葉町復興への思いはもちろん、学校教

育への大きな期待でした。先人のことばに「環境が人をつくる。ただ、その環境をつくるのも人で

ある。」という教えがあります。現在の状況の中で出来ることを教育行政として、子どもたちの学

習環境と生涯学習としての学ぶ環境の充実に向け、各組織・各委員の皆さまの知識と知恵をお借り

しながら教育現場の環境づくりに邁進しなければいけないと感じました。

環境が人をつくる

　 ふくしま２４時間子どもＳＯＳ（ 子どものための２４時間電話相談 ）

　 ダイヤルＳＯＳ（ いじめ問題や不登校、体罰などの教育相談電話 ）

フリーダイヤル　０１２０－９１６－０２４

フリーダイヤル　０１２０－４５３－１４１
福島県教育センター（月～金　１０：００～１７：００）

　改めて「いじめ問題への対策」としてメッセージをおくります。

　いじめは絶対に許されない行為です。もし、いじめ問題で悩んでいる場合は、すぐに学校の先生

や家族に相談しましょう。双葉町教育委員会でも皆さんが強く、たくましく未来に向かって前進で

きるよう全力でサポートしていきたいと考えています。電話でもメールでも構いませんので、困り

ごとや悩み事がある場合はいつでも相談してください。

　そして保護者の皆さま。早期発見・早期対応がよい解決につながります。お子さんがいじめを受

けている兆候をつかんだ時は、早いタイミングで学校、地元教育委員会へ相談することが大切です。

もし、避難先で誰も手を差し伸べてくれず困った時は双葉町教育委員会にご連絡ください。大切な

お子さんの助けになるよう全力で取り組んでまいります。

　また、下記のように福島県では教育やいじめに関する相談窓口を設けております。悩んでいるこ

とや困っていることがありましたら、一人で悩まずぜひご相談ください。

福島県内外において学校生活を送っている皆さんへ

～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育長

夢と希望ある「 学 び 」へ夢と希望ある「 学 び 」へ （その１）（その１）夢と希望ある「 学 び 」へ （その１）
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６
月
３
日
、
い
わ
き
市
鮫
川
河
川
敷
公

園
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
第
４
回
双
葉
町
民

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
民
同
士
の
交
流
と
健

康
維
持
を
図
る
目
的
で
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
が
主
催
し
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
晴

天
の
下
、
県
内
外
か
ら
35
人
が
参
加
し
24

ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
吉
野
正
芳
復

興
大
臣
が
出
席
さ
れ
「
双
葉
町
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
う
し
て
交
流
を
し
て
絆
を
深
め

て
、
双
葉
町
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
守
っ

第
４
回

双
葉
町
民
交
流　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
競
技
は
進
ん
で

い
き
ま
し
た
が
、
時
に
真
剣
な
表
情
で

カ
ッ
プ
を
狙
う
姿
も
見
ら
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
交
流
を
深
め
な
が
ら
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

広
報
ふ
た
ば
６
月
号
に
て
「
ふ
た
ば

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

７
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス

タ
in
ふ
た
ば
」
開
催
に
つ
い
て
、
申
し

込
み
等
は
広
報
ふ
た
ば
７
月
号
に
掲
載

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
15
日
発
行

の
ふ
た
ば
の
わ
７
月
号
に
お
知
ら
せ
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

男
子　

優　

勝 

… 

坂
本
昌
彦

　
　
　

準
優
勝 

… 

石
上
光

　
　
　

３　

位 

… 

横
山
勝
朗

女
子　

優　

勝 

… 

佐
々
木
モ
ト

　
　
　

準
優
勝 

… 

高
木
道
子

　
　
　

３　

位 

… 

木
村
マ
チ
子
（
敬
称
略
）

－

訂
正

－
（旧名称：双葉郡総合体育大会）

開催地：浪江町・広野町

期　日：７月９日（日）

開会式：午前９時 ～

　　　　浪江町地域スポーツセンター

≪双葉町参加種目≫

・野球（広野町総合グラウンド）

・バレーボール（浪江町地域スポーツセンター）

・剣道（浪江町地域スポーツセンター）

皆さんの応援よろしくお願いします皆さんの応援よろしくお願いします !皆さんの応援よろしくお願いします !

開催地：新地町

期　日：８月６日（日）

開会式：午前８時３０分 ～

　　　　新地町総合体育館

≪双葉町参加種目≫

・壮年ソフトボール（相馬光陽ソフトボール場）

・９人制バレーボール（新地小学校体育館）
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５
月
27
日
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉

南
小
、
北
小
学
校
の
運
動
会
が
「
協
力
し

み
ん
な
が
ん
ば
る　

ふ
た
ば
っ
子　

え

が
お
輝
く　

運
動
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

町
立
学
校
仮
設
校
舎
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
９
人
、
小
学
生
26
人
と
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
先
生
方
が
参
加
し
た
ほ
か
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
利
用
者
の
皆

さ
ん
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち

の
か
わ
い
ら
し
い
姿
に
目
を
細
め
な
が
ら

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
紅
白
の
旗
を
持
っ
た
代

表
児
童
に
続
い
て
堂
々
と
入
場
行
進
を
行

う
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
湧
き

上
が
り
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
菊
池
泰

高
南
小
学
校
長
が
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ

る
よ
う
に
み
ん
な
で
協
力
し
、
今
日
一

日
、
体
育
館
の
中
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
運
動
会
が
成
功
す
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
続
い
て
、

６
年
生
の
渡
部
颯
斗
く
ん
が
「
こ
の
体
育

館
で
３
度
目
の
運
動
会
が
で
き
る
喜
び
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

人
た
ち
に
感
謝
し
、
み
ん
な
と
協
力
し
て

精
い
っ
ぱ
い
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
「
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
」

で
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
「
大
玉
こ
ろ
が
し
」

「
綱
引
き
」
「
だ
っ
こ
し
て
〜
！
抱
き
し
め

て
〜
! !
」
「
玉
入
れ
」
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ

レ
ー
」
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
競
技
や

日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
ダ
ン
ス

の
発
表
、
ま
た
、
双
葉
町
を
題
材
に
し
た

競
技
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

参
加
す
る
保
護
者
や
見
て
い
る
方
々
も
楽

し
め
る
競
技
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
か
ら
指
導
を
受
て
け
練
習
し

て
き
た
「
ふ
た
ば
音
頭
」
は
、
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
輪
を
作
り
、
参
加
者
全
員
で
踊
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
競
技
だ
け
で
な
く
、
準
備
や
引

率
、
記
録
な
ど
の
役
割
を
み
ん
な
で
協
力

し
て
行
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
族
一
緒
の
昼
食
を
は
さ
ん
だ
後
の
閉

会
式
で
は
、
堀
内
弘
志
北
小
学
校
長
が
「
負

け
て
し
ま
っ
た
赤
組
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
し
た
。
少
な
い
人
数
で
す
が
、
他
の
学

校
に
負
け
な
い
運
動
会
で
し
た
」
と
講
評

し
、　
　

下
明
夫
教
育
長
の
万
歳
三
唱
で
運

動
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た

笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た 

運
動
会

運
動
会紅白あいさつ紅白あいさつ

▲

入
場
行
進

▲

運
動
会
の
歌

▲

入
場
行
進
（
幼
稚
園
児
）

▲

優
勝
杯
返
還

▲

選
手
宣
誓

笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た 

運
動
会紅白あいさつ

12広報ふたば 平成２９年７月



大玉転がし大玉転がし

ゴールにむかってレッツゴー！ゴールにむかってレッツゴー！

抱っこして～！抱っこして～！
　　抱きしめて～！！　　抱きしめて～！！

ダンス（インベーダーダンス（インベーダー　インベーダー）インベーダー）

綱引き綱引き

おちないようにはこべるかな？おちないようにはこべるかな？

ふたば音頭ふたば音頭

ジャンケンリレージャンケンリレー

ふたば街めぐりふたば街めぐりダンス（What’s your name?）ダンス（What’s your name?）

大玉転がし

ゴールにむかってレッツゴー！

抱っこして～！
　　抱きしめて～！！

ダンス（インベーダー　インベーダー）

綱引き

おちないようにはこべるかな？

ふたば音頭

ジャンケンリレー

ふたば街めぐりダンス（What’s your name?）
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○受付は、月曜日から金曜日の業務時間内（８：３０～１７：１５）
○郵送による申込書提出の場合は、平成２９年８月８日（火）までの消印有効。
○ 申込用紙は、全職種について双葉町いわき事務所総務課（２階）にて交付します。また申込書の郵送も可能

です。（郵送での請求方法は、左記「６ 受験手続及び受付期間」を参照してください。

職　種 行政職 土木職 建築職 幼稚園教諭 保健師

採用予定人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

行政職 昭和５７年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者

土木職 昭和５２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者

建築職 昭和５２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者

幼稚園教諭
昭和５２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者
※幼稚園教諭資格免許所有者又は平成３０年４月１日までに取得見込みの者

保健師
昭和５２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者
※保健師資格免許所有者又は平成３０年４月１日までに取得見込みの者

試験種目 試験職種 出　題　分　野

社会人基礎試験

（筆記）
全職種

・ 社会的関心と理解について問う分野、言語的な能力を問う分
野、論理的な思考力を問う分野

・社会人の職務・職場への適応性に関する調査

試験職種 　試　験　内　容

全職種

（ア）　論文試験　　論理性、表現力をみる
（イ）　口述試験　　個別面接による人物評価
（ウ）　身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
①日本国籍を有しない者
②成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
③禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの者
④本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
⑤ 日本国憲法施行日以後において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

平成３０年度 双葉町職員（社会人）採用候補者試験

受 付 期 間○

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格

３　試験の方法及び内容

　（１）第１次試験

　（２）第２次試験（全試験職種共通）

【共通】 民間企業等における職務経験を５年以上有する方、または青年海外協力隊等における活動経験を２年
以上有する方（学歴は問いません）

平成２９年７月１２日（水）　～ 平成２９年８月１０日（木）
平成２９年９月１７日（日）９：００～１２：０５（予定）第1次試験日○

※ 申込書の提出先は、双葉町いわき事務所総務課となります。郡山支所及び埼玉支所では受付できませんので
ご注意ください。

　また、申込用紙には添付する書類がありますので、早めに手続きをお願いします。

受　験　案　内
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申込用紙は、双葉町いわき事務所総務課で交付し
ます。郵便により申込用紙を請求する場合には、
封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書

きし、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封
筒（角形２号：240㍉× 332㍉）を必ず同封し、
双葉町いわき事務所総務課へ郵送してください。

※ 郡山支所及び埼玉支所での用紙の交付及び郵便請
求による申し込みはできません。

※ 福島県自治会館へは、ＪＲ
　福島駅から徒歩１５分です。

　試験の結果については、双葉町個人情報保護条例

第１７条第１項の規定により、口頭で請求できます。

ただし、電話、はがき等による請求では開示できま

せん。受験者本人であることを明らかにする顔写真

入りの書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参

のうえ、受験者本人が直接、双葉町いわき事務所総

務課へおいでください。

試　験
開示請求
できる者

開示内容 開示期間

第１次試験 第１次試験
不合格者 総合得点

・順位

合格者発
表日から
１カ月間第２次試験 第２次試験

受験者

合格者は採用候補者名簿に記載され、平成３０年

４月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（こ

の採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年

間です）

（１）

例えば、平成３０年４月１日付けで採用された場

合は、最低でも平成３０年９月３０日までの期間

は条件附職員として役場の行政事務補助員として

業務に就いていただき、適性を判断した後各課に

正職員として配属になります。したがって、正式

採用は、平成３０年１０月１日以後になります。

また、この条件附採用職員の期間に役場職員とし

て相応しくないと判断された場合は、正式採用さ

れない場合がありますのでご留意願います。

（２）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利

に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為をした

場合は受験資格を失います。また、採用後この

事実が明らかとなった場合は、採用が取り消され

ます。

（注）

区　　分 期　　日 場　　所 合格発表

第１次試験
平成２９年９月１７日（日）
９：００～１２：０５ 予定

福島県自治会館
（福島市中町８番２号）

１０月下旬

第２次試験 日時・場所など詳細は、第１次試験合格者に通知します
第２次試験日から

３０日以内の日

（１）申込用紙の請求

① 受験の際は、「HB」の鉛筆と消しゴムを持参し
てください。これ以外の筆記用具は使用できま
せん。

② 会場には駐車場がないので、試験当日の試験会
場への自家用車の乗り入れはご遠慮願います。
また家族による送迎も会場周辺の渋滞により遅
刻する恐れがあるので、公共交通機関を利用し
てください。

（３）その他

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用 ６　受験手続及び受付期間

７　試験結果の開示

【問い合わせ先】 福島県いわき市東田町２丁目１９－４〒９７４－８２１２

双葉町いわき事務所　総務課　行政係 ☎ ０２４６－８４－５２０１

① 申込用紙に必要事項を記入して、履歴書（市販
のものでも可能）を添えて、双葉町いわき事務
所総務課へ提出してください。

　 申込書を郵送する場合は、封筒の表に「職員採
用試験申込」と朱書きし、８２円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（長形３号：120㍉×

235㍉）と履歴書（市販のものでも可能）を必
ず同封してください。申込書は必ず簡易書留で
郵送してください。

② 受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮
影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、
縦 6㎝×横 4.5㎝）１枚を写真欄に貼って受験
当日必ず持参してください。（受験票がない場
合、又は受験票に写真が貼っていない場合は受
験できません）

（２）申し込みの方法
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後期高齢者医療被保険者証の定期更新について

　被保険者証は、簡易書留郵便で送付いたしますので、

配達時にご不在の場合は郵便局に一時保管されます。再

配達については、「郵便物お預かりのお知らせ」に記載

の連絡先へお問い合わせください。郵便物の保管期間は

１週間ほどですのでお早めにお問い合わせください。

　なお、被保険者証を送付する封筒は双葉町のものでな

く、福島県後期高齢者広域連合と記載のある封筒になり

ますので、お間違えのないようにしてください。

　国民健康保険高齢受給者証（７０歳から７４歳の方

が対象）及び国民健康保険特定疾病療養受療証（人工

透析治療を行う必要のある慢性腎不全など特定疾病に

該当している方で受療証の交付を受けている方が対

象）が、平成２９年８月１日より更新となります。

　新しい高齢者受給者証及び特定疾病療養受給者証

は、７月下旬に避難先住所に送付いたしますので、申

請の必要はありませんが、避難先住所に変更のある方

は、７月７日（金）までにご連絡ください。連絡が遅

れますと指定地に送れない場合がありますのでご注意

ください。

　高齢受給者証は、医療機関等を受診する際に必ず保

険証・一部負担金等免除証明書と一緒に窓口へ提示し

てください。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係

☎０２４６－８４－５２０５

　標準負担額減額認定証（以下：認定証）は、住民税

非課税世帯の方の入院時食事療養費及び入院時生活療

養費が減額となる認定証です。認定証は申請のあった月

の１日から毎年７月３１日まで有効です。原則事前申請

となっており、食事療養費の支払い後に遡って申請する

ことはできません。申請を希望される方は、申請書を郵

送いたしますので、いわき事務所健康福祉課までご連絡

ください。

　有効期限が平成２９年７月３１日の認定証をお持ちの

方で、８月以降も引き続き認定証を必要とされる方は、

８月末までに申請してください。

　有効期限が切れた被保険者証につきましては、自己責

任のもと裁断して破棄していただくか、いわき事務所健

康福祉課まで返却してください。

　標準負担額減額認定証（以下、認定証）の有効期限は

平成２９年７月３１日までです。８月以降の認定証の交

付については、申請が必要となります。認定証は申請の

あった月の 1 日からの発効期日となりますので、該当

する方は８月末までには申請をしてください。

　申請書については福島県高齢者医療広域連合ホーム

ページからダウンロードできます。ダウンロードできな

い場合には申請書を送付いたしますので、健康福祉課国

保年金係 ☎０２４６－８４－５２０５までお問い合わせ

ください。

　現在お持ちの被保険者証の有効期限が、平成２９年

７月３１日までとなっております。

　平成２９年８月１日以降の被保険者証について、７

月下旬ごろに役場に届け出のある避難先住所に郵送い

たします。新たに申請の必要はありません。

　届出のある避難先住所に変更のあった方は、７月７日

（金）までにご連絡ください。

＜簡易書留郵便での送付について＞

【高齢受給者証及び

特定疾病療養受給者証の更新について】

【標準負担額減額認定証の更新について】

　有効期限の切れた高齢受給者証等は、自己責任のも

と裁断して破棄していただくか、いわき事務所健康福

祉課まで返却してください。

【有効期限の切れた高齢受給者証および

認定証について】

＜有効期限の切れた被保険者証について＞

＜標準負担額減額認定証について＞

【福島県後期高齢者医療広域連合ホームページ URL】

双葉町国民健康保険にご加入の皆さまへ
（８月更新の高齢受給者証等について）

http://fukushima-kouikirengou.lineup.jp/
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【免除が承認された期間の年金額について】

【問い合わせ先】

【農業者年金に関する問い合わせ先】

☎０２４６－８４－５２０５

☎０２４６－８４－５２１４農業委員会事務局

　免除となった期間の年金額は、保険料を納付した場
合の年金額の２分の１で計算されます。（平成２１年
３月分までは３分１の計算） 

【追納について】

　免除期間の保険料は、１０年以内であれば、後から
保険料を納付（追納）することができます。ただし、
承認された期間の翌年度から起算して、３年度目以降
に追納する場合には、当時の保険料額に経過期間に応
じた加算額が上乗せされます。

【国民年金基金・農業者年金に加入されている方へ】

　国民年金基金や農業者年金に加入されている方につ
いては、免除申請が承認されますと、国民年金基金・
農業者年金を脱退することになりますのでご注意くだ
さい。詳しくは国民年金基金及び農業者年金基金へお
問い合わせください。

※ ２号被保険者（厚生年金などに加入している方）、
３号被保険者（２号被保険者に扶養されている配偶
者）、２０歳未満の方、６０歳以上の方などは、申
請対象外となります。

※学生の方は学生納付特例による申請となります。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
い、避難指示・屋内退避指示を受けた市町村に、
平成２３年３月１１日時点で住所を有していた
方は、ご本人からの申請に基づき、国民年金保
険料の免除及び学生納付特例を審査する時、所
得の審査をしないことになります。

※ 上記の期間より前の期間について、これまで免除
等の申請をしなかった方も免除等を申請すること
が可能になりました。ただし、申請できる期間は、
申請した日からさかのぼって２年１カ月前までの
期間です。

からダウンロードできます。申請書をダウンロード
できない場合には送付いたしますのでいわき事務所
健康福祉課までご連絡ください。

　申請書は

（http://www.nenkin.go.jp/n/www/index.html）

　なお、申請書の受付はいわき事務所健康福祉課、
または最寄りの年金事務所窓口で行っておりますの
で、お手続きください。

○対象となる期間

・免除・若年者納付猶予：

　平成２９年７月分～平成３０年６月分

・学生納付特例：

　平成２９年４月～平成３０年３月分

国民年金保険料特例免除の期限延長について
原子力災害に伴う 

日本年金機構ホームページ

双 葉 郡 中 高 交 流 会

FUTABA　1DAY　SUMMER　SCHOOL
今年も双葉郡にゆかりのある中高生を対象にサマースクールを開校します

好きなワークショップを選んで参加してみませんか

詳細・お申し込みは双葉郡教育復興ビジョンホームページまで

双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催

健康福祉課  国保年金係

対象 双葉郡にゆかりのある中学生・高校生
（双葉郡内の中学校・高校に通っていなくても双葉郡にゆかりのある中高生なら誰でも参加できます）

費用 昼食代

パフォーマンスアート フード 音

問い合わせ先 双葉郡教育復興ビジョン推進協議会事務局（福島大学内）

ＴＥＬ：０２４－５０４－２８８６ ＨＰ：http://futaba-educ.net/（ＱＲコードからも進めます）

日時 場所８月２２日（火） 郡山中央公民館１０：００～１５：３０ （郡山市麓山１－８－４）

双葉郡教育復興ビジョン推進協議会主催

開講
クラス

参加者
大募集
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６
月
３
日
、
４
日
、
郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉
に

お
い
て
、
上
羽
鳥
地
区
総
会
・
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
38
人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
や
避
難
生
活
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
村
樹
重
地
区
長
が
「
昨
年
よ

り
８
人
を
上
回
る
参
加
に
役
員
一
同
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続
い
て
親
羽

会
か
ら
「
上
羽
鳥
地
区
の
放
射
線
量
率
測
定
結

果
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
松
木
秀
男
さ
ん
か
ら
「
上

羽
鳥
地
区
記
録
誌
・
ふ
る
さ
と
の
灯
り
は
消
え

ず
」
の
発
刊
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
は
、
大
住
宗
重
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
木
幡
文
子
さ
ん
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
林
和
男
さ
ん
が
ド
ロ
ー
ン
で
上
羽
鳥
の
上
空

か
ら
撮
影
し
た
各
家
の
状
況
を
観
賞
し
な
が
ら
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
里
絹
子
さ
ん

の
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
方

が
二
次
会
会
場
に
移
り
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

翌
朝
は
、
ロ
ビ
ー
で
各
戸
に
配
付
さ
れ
た
「
上

羽
鳥
地
区
記
録
誌
」
に
目
を
通
し
、
昔
を
偲
び
涙

す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

別
れ
際
に
木
幡
文
子
さ
ん
が
土
産
に
と
準
備
し

た
「
じ
ね
ん
じ
ょ
」
を
手
に
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
先
の
帰
途
に
着

き
ま
し
た
。

上
羽
鳥
地
区

ふ
る
さ
と
の
灯
り
は
消
え
ず

総
会
・
交
流
会

　青葉が目に眩しい５月１４日、１５日、一泊二日の
日程で下条老人クラブの懇親会を福島市飯坂温泉、摺
上亭大鳥において開催し、県内外の避難先より１４人
の会員の方々が参加しました。
　開会の言葉の後、東日本大震災で亡くなられた方々
のご冥福を祈り黙とうを捧げました。続いて、新入会員
の紹介や井上六郎会長のあいさつがあり、その後、作本
信一区長の乾杯のご発声で懇親会が始まりました。
　久しぶりの再会で話に歌にと大盛況で、２時間半の
会は短く感じられるほどでした。
　翌朝は、次回の再会を誓い、名残惜しみながらの散
会となりました。

下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会下条老人クラブ懇親会
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「
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
」
は
、
５
月

31
日
、
参
加
者
80
人
で
、
大
型
バ
ス
２
台
に
分

乗
し
、
那
須
高
原
方
面
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
初
夏
を
感
じ
ら
れ

る
爽
や
か
な
日
と
な
り
、
い
わ
き
市
の
各
地
か

ら
参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
バ
ス
車
内
で
は
談
笑
が
終
始
弾
ん
で
お

り
、
賑
や
か
な
往
路
で
し
た
。

　

那
須
連
峰
の
山
麓
駅
か
ら
、ゴ
ン
ド
ラ
の
「
空

中
散
歩
」
で
昇
っ
た
１
４
０
０
ｍ
の
山
頂
で
は
、

緑
の
風
が
頬
に
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
、
光
る
残

雪
を
指
呼
の
間
に
見
て
、
新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
ブ

ナ
林
の
木
漏
れ
日
の
も
と
、
咲
き
誇
る
「
ゴ
ヨ

ウ
ツ
ツ
ジ
」
を
眺
め
た
り
、
野
鳥
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
散
策
し
、
心
地
良
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
那
須
で
昨
年
新
築
開
店
し
た
評
判

の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
め
っ
け
」
で
食

べ
放
題
90
分
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し
く
食
事
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
お
菓
子
の
城
」
で
、
買
い

物
を
済
ま
せ
帰
路
の
バ
ス
車
内
で
は
、
豪
華
景

品
が
あ
た
る
脳
内
活
性
ク
イ
ズ
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
は
「
忘
れ
が

た
き
故
郷
双
葉
」
を
ひ
と
と
き
胸
に
し
ま
い
、

バ
ス
ツ
ア
ー
を
心
か
ら
楽
し
み
、
有
意
義
な
一

日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

　

６
月
１
日
か
ら
双
葉
町
復
興

支
援
員
と
し
て

小こ

ま

つ松
友ゆ

う

き紀

さ
ん
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「
い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
」

事
務
局
長　

大
橋
庸
一

　

６
月
１
日
よ
り
、
双
葉
町
復
興

支
援
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
、
小
松
友
紀
（
こ
ま
つ　

ゆ
う

き
）
と
申
し
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
配
信
す
る

動
画
制
作
や
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト

取
材
等
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
い
わ
き
市
出
身
で
、
震
災

当
時
は
出
先
の
水
戸
に
お
り
ま
し

た
。
陥
没
し
た
道
や
壊
れ
た
信
号

な
ど
の
影
響
で
、
自
宅
に
帰
る
ま

で
半
日
以
上
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
車
中
の
ラ
ジ
オ
で
津

波
な
ど
の
被
害
状
況
を
知
り
、
あ

ま
り
に
も
衝
撃
的
だ
っ
た
の
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
半
年
後
、
地
元
を
離

れ
上
京
。
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

上
京
後
も
毎
年
い
わ
き
に
は

帰
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
Ｕ

タ
ー
ン
で
帰
っ
て
き
た
こ
と
で
、

未
だ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
の

様
子
や
活
気
の
少
な
い
雰
囲
気
に

震
災
の
爪
痕
を
感
じ
、
今
ま
で
ど

こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
地
元
福
島
県
の
復
興
の
た
め
、

前
職
で
培
っ
た
動
画
編
集
や
番
組

制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
地
域

活
性
化
や
復
興
の
お
手
伝
い
し
た

い
と
思
い
復
興
支
援
員
を
志
望
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
双
葉
町
の
現
状
は
知

ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
勉
強
中
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
情
報
発
信
で

双
葉
町
の
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ

る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

支 

援 

員 

紹 

介

支 

援 

員 

紹 

介

支 

援 

員 

紹 

介

日帰りバスツアー日帰りバスツアー日帰りバスツアー日帰りバスツアー日帰りバスツアー
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健
康
診
査

骨
粗
鬆
症

肝　

炎

がん検診

肺 胃
大　

腸

前
立
腺

月　日 場　所 会　場
30 歳
以上
男女

※１
40 歳
のみ
男女

40 歳
以上
男女

30 歳
以上
男女

30 歳
以上
男女

50 歳
以上
男性

総
合
健
診

8 月 25 日（金） 南相馬
原町生涯学習センター サンライフ南相馬
南相馬市原町区小川町３２２－１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 28 日（月） 郡　山
福島県農業総合センター
郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月   9 日（土） 福　島
保健衛生協会健診センター
福島市方木田字水戸内１９番地６

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 13 日（水） いわき
いわき市総合保健福祉センター
いわき市内郷高坂町四方木田１９１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 30 日（土） いわき
勿来市民会館
いわき市錦町上川田２１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 月   2 日（月） いわき
勿来市民会館
いわき市錦町上川田２１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 月 27 日（金） 白　河
国体記念体育館
白河市北中川原３０

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 月 会津若松 （大熊町の会場） ○ × ○ ○ ○ ○ ○

乳
が
ん
（
40
歳
以
上
女
性
）

9 月 29 日（金） 郡　山 福島県農業総合センター（午前・午後）

10 月 16 日（月） 福　島 福島市保健福祉センター（午前）

10 月 18 日（水） いわき 保健衛生協会いわき地区センター（午前・午後）

11 月 24 日（金） 郡　山 大槻ふれあいセンター（午前・午後）

11 月 30 日（木） いわき 泉公民館（午前・午後）

12 月   6 日（水） いわき 勿来市民会館（午前・午後）

2 月   6 日（火） 南相馬 原町生涯学習センター サンライフ南相馬（午後）

調整中 会津若松 （大熊町の会場）

子宮がん （20 歳以上の女性） 医療機関での個別検診　対象者の方全員に個別に通知します。

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ
　平成２９年度の町の総合健診・がん検診を下記の日程で行います。

１年に 1 度は健康診査・がん検診を受けて健康づくりにお役立てください。

【 福島県内に避難している方 】

【 福島県外に避難している方 】

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

　６月下旬に意向調査をお送りしました。希望する健診の種類・会

場を選んでかならずご返送ください。

　健診希望しない方はその理由を記入のうえ、調査票を返送してく

ださい。ご協力をお願いします。

　避難先の医療機関で受診できます。「県民健康調査」のお知らせと①受診できる

医療機関リスト②申込み方法③申込書を同封して、７月～８月にお送りする予定で

すので、必ず確認してください。

　詳しい申込み方法や受診等につきましては、お知らせの中にあります問い合わ

せ先（結核予防会予約センター）へご連絡ください。

※１　40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳及び 70 歳になる女性

健康診査の内容は身体計測、血液検査、
尿検査、血圧測定、眼底・心電図検査です

総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ総合健診・がん検診のおしらせ
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◇ 申 込 方 法

事前申し込みになりますので下記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。

場　所 月　日 時　間

双葉町
いわき事務所

７月　６日（木）
午後２時～
午後５時　

双葉町
郡山支所

７月２０日（木）
午後２時～
午後５時　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

午前８時３０分 ～ 午後５時１５分（平日）

建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９

受付時間

　出産や手術での大量出血の際に、血液から作
られた医薬品（フィブリノゲン製剤・血液凝
固第９因子製剤）が使用されたことによって、
Ｃ型肝炎ウイルスに感染した方へのお知らせ
です。
　このような方は、国を相手取った裁判を起こ
し、給付金の支給を受けることが可能です。こ
の給付金を受けるためには、平成３０年１月１
５日までに国を相手取った裁判を起こさなくて
はなりません。

　出産や手術での大量出血などの際に、血液か
ら作られた医薬品（フィブリノゲン製剤・血液
凝固第９因子製剤）が使用された方、身に覚え
のある方、もしやと思う方は、まず肝炎ウイル
ス検査を受けましょう。

出産や手術で大量出血等をされた方へ（Ｃ型肝炎救済特別措置法）

厚生労働省フィブリノゲン製剤等に関する相談窓口

【問い合わせ先】

フリーダイヤル　０１２０－５０９－００２

受付時間　９：３０～１８：００（土日祝日を除く）

健
康
コ
ラ
ム

〜
７
月
28
日
は

　

「
日
本
肝
炎
デ
ー
」
で
す
〜

＊
最
悪
パ
タ
ー
ン

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎 

↓ 

肝
硬
変 

↓ 

　

肝
臓
が
ん
↓
死
亡

　

肝
炎
と
い
う
と
、
お
酒
の
好
き
な
人
が

な
る
病
気
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

体
内
の
老
廃
物
処
理
場
の
よ
う
な
役

目
を
持
つ
肝
臓
は
、
お
酒
や
薬
物
な
ど
の

処
理
に
よ
っ
て
弱
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
肝
炎
の
約
80
％

は
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
国
内
最
大
級

の
感
染
症
と
言
わ
れ
、
日
本
人
の
１
０
０

人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
か
な
り
の

割
合
で
肝
硬
変
に
な
り
、
さ
ら
に
30
〜

40
％
の
人
は
20
年
く
ら
い
か
け
て
肝
臓
が

ん
に
変
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

肝
臓
は
人
一
倍
働
き
者
で
、
我
慢
強
い

臓
器
で
す
。
少
し
く
ら
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
も
黙
っ
て
働
き
続
け
て
し
ま
う
の

で
、
病
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
こ
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
す
。
検

査
を
受
け
、
早
期
発
見
早
期
治
療
に
よ

り
、
最
悪
の
パ
タ
ー
ン
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

双
葉
町
で
は
、
毎
年
そ
の
年
度
中
に
40

歳
に
な
る
方
全
員
に
検
査
の
ご
案
内
と
問

診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
（
県
外
に

避
難
し
て
い
る
方
は
、
健
診
申
込
み
の
際

に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　

総
合
健
診
の
採
血
で
同
時
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
簡
単

で
す
。

　

今
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
人
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

　
　
　
　

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

＊こまめな水分補給

　（のどが渇く前に）

＊適度な休息

　（できれば３０分程度の昼寝）

＊室内にいるときも要注意！

熱中症予防対策していますか？

暑くなリました暑くなリました暑くなリました

21 広報ふたば 平成２９年７月



双葉地方広域市町村圏組合職員

採用候補者試験

平成３０年度

受験案内（一般事務）

１.　採用予定日

２.　試験職種、採用予定人員及び職務内容

平成３０年４月１日

試験職種 採用予定人員 職　務　内　容　等

一 般 事 務 １名程度 双葉地方会館及び出先機関において事務に従事します。

３.　受験資格

区　分 受　験　資　格

一 般 事 務
平成４年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた方で自動車運転免許（普通自動車
以上）取得または平成３０年３月末日まで免許取得見込みの方（学歴は問いません）

４.　試験の方法 高校卒業程度で次により行います。

区　分 受　験　資　格

一 般 事 務
・第１次試験 … 教養試験（筆記）、適正検査
・第２次試験 … 第１次試験の合格者に対して、小論文、個別面接

５.　試験の期日、場所及び発表

区　分 期　日 時　間 試　験　場 発　表

第１次試験
平成２９年
９月１７日（日）

○受　　付　9:00 ～　9:30
○教養試験 10:00 ～ 12:00
○適性検査 12:10 ～ 12:35

杉妻会館
福島市杉妻町3-45
☎ 024-523-5161

平成２９年１０月下旬頃当組

合掲示場、当組合ホームペー

ジに受験番号を掲示するほか

受験者全員に通知します。

第２次試験 第１次試験合格通知の際にお知らせします。 別途通知します。

　平成２９年７月１２日（水）から同８月１０日（木）まで。（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く午前８
時３０分から午後５時１５分まで）郵便による申込書提出の場合は、８月８日（火）までの消印のあるものに
限り受付けます。

　申し込み用紙は、上記場所にて交付します。郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「職員採用試
験申込用紙請求」と書いて、１２０円切手を貼った自分宛ての返信用封筒（角２号）を必ず同封し上記交付先まで
送付してください。

※詳細については双葉地方広域市町村圏組合ホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】 双葉地方広域市町村圏組合　☎ ０２４０－２２－３３３３

（３）受付期間

① 　申込用紙に必要事項を記入して、上記の事務局総務課に提出してください。申込書を郵送する場合は、
８２円切手を貼った自分宛の返信用封筒（長型３号）を同封し、その表に「職員採用試験申込」と朱書きし
て上記まで送付してください。

② 　受験票を受領したときは、最近６カ月以内に撮影した本人写真（上半身、脱帽、正面向き、縦６cm ×
横４.５cm）１枚を写真欄に貼って受験当日に必ず持参してください。（受験票がない場合、又は受験票に
写真の貼っていない場合は、受験できません）

（２）申し込みの方法

６.　受験手続及び受付期間

（１）申込用紙の請求

受験申込書交付場所 受験申込書交付場所住所

双葉地方広域市町村圏組合
事務局　総務課

〒 979－1111　　☎ ０２４０－２２－３３３３
双葉郡富岡町小浜５５３－１
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◆ 消防署からのお知らせ ◆ 風水害・土砂災害に備えましょう！

　雨の強さと降り方

ハザードマップで危険個所を確認

　これからの季節は風水害・土砂災害が増えてきます。土砂災害は全国で年間１０００件前後起きています。
　いざというときの備えを進めておくことが大切です。今回は災害から身を守るための３つのポイントを
ご紹介します。

◇富岡消防署　0240 － 25 － 2119◇浪江消防署　0240 － 34 － 7360【消防署連絡先】

◇ 保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島環境再生事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

１時間雨量（ミリ）

雨の強さ

１０以上～２０未満

やや強い雨

２０以上～３０未満

強い雨

３０以上～５０未満

激しい雨

５０以上～８０未満

非常に激しい雨

８０以上～

猛烈な雨

人への影響
地面からの跳ね返
りで足元がぬれる

傘をさしていてもぬれる 傘は全く役に立たない

車での影響
ワイパーを動かせ
ば見える

ワイパーを動かし
ていても見づらい

走行時、車輪と路面
の間に水膜が生じブ
レーキが効かなくな
る（ハイドロプレー
ニング現象）

車の運転は危険

災害発生状況

この程度の雨でも
長く続く時は注意
が必要

側溝や下水、小さ
な川があふれ、小
規模のがけ崩れが
始まる

山崩れ・がけ崩れ
の危険地帯では避
難準備が必要

マンホールから水が
噴出する。土石流が
起こりやすい。多く
の災害が発生する

雨による大規模な
災害の発生するお
それが強く、厳重
な警戒が必要

双葉町内中間貯蔵施設保管場の試験輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

※ 　フレキシブルコンテナ等１袋の体積
は１㎥と換算して表示する場合があり
ます。

　 　ただし、１袋１㎥より小さいフレキシ
ブルコンテナ等もありますのでご留意
ください。

　昨年 11 月から中間貯蔵施設の受入・分
別施設及び土壌貯蔵施設の整備を行ってい
るところですが、受入・分別施設について、
６月７日から除染土壌を用いた試運転を開
始いたしましたので、お知らせします。今
後、設備の稼働状況について確認を進め、
本年秋頃を目途に除染土壌の貯蔵を開始す
ることを目指して、取り組んでいきます。

◇施設の整備状況

搬出市町村 搬入量（袋）※

浜通り

南相馬市 ５６９

双葉町 １０，９１８

浪江町 ６，３４５

飯舘村 ２，６７１

中通り

伊達市 ５７０

二本松市 １６，３６６

本宮市 ３，９１９

桑折町 ３，３３３

計 ４４，６９１

◇ 輸送について（６月２０日現在）

環 境 省

【問い合わせ先】福島環境再生事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

雨が降り始めたら情報を確認

豪雨になる前の早めの避難
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双葉町社会福祉協議会

～ ７月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）

北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8 － 1）

☎ 080 － 6033 － 1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

郭内第一応急仮設住宅 A4 － 2
（白河市郭内 151 － 41）

☎ 080 － 6290 － 5930（小泉） 毎週　火曜日 10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター 2 階第 6 会議室
（郡山市喜久田町卸 1 丁目 1 － 1）

☎ 024 － 973 － 5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。

喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1）

☎ 024 － 973 － 5291（開発）   7 月 24 日（月） 10:00 ～ 13:00

富岡町役場いわき支所多目的集合施設
（いわき市平北白土字宮前８番地）

☎ 0246 － 38 － 7105（渡辺）   8 月　1 日（火） 10:30 ～ 14:30

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 【担当：開発】☎ ０２４－９７３－５２９１

☎０２４－５３４－２５７４

【問い合わせ先】

　平成３０年３月に大学等を新規卒業予定の方、平成２７年３月以降に大学等を卒業して、現在就職活動をし

ている方を対象に、正社員で雇用する計画のある県内企業との面接会を開催しますので是非ご参加ください。

　疾病などによる視覚機能低下（著しい視力低下や視野狭窄、視野欠損等）で、就学や進学、就労で

お困りの方の教育相談・支援相談を行っています。

　お気軽にお問い合せください。（ホームページもご覧ください）

【問い合わせ先】　福島労働局職業安定課　☎０２４－５２９－５３９６

ふくしま大卒等合同就職面接会を開催します
～ 学生等の皆さんへ ～

視覚障がい者の教育相談

県立視覚支援学校（旧盲学校・福島市）

● 開催日等：

● 実施内容：

● 会　　場：

〇開催日時：

〇対  象  者：

月曜日・水曜日・金曜日　
９時 ～１６時
乳幼児から成人の方まで

● その他：平成２９年８月２日（水）

～「ユースエール認定企業・若者応援宣言企業」

　を中心に県内企業３００社が参加予定～

◇ 事業所ＰＲタイム　１０時 ～１２時

◇ 合同就職面接会　　１３時 ～１６時

ビックパレットふくしま（郡山市南二丁目５２番地）

①事前申込不要

② 参加事業所は、開催１週間前までに福

島労働局ホームページ上で公開します。

③ 事業所ブースにおける人事担当者との

面談、ハローワーク等各機関による就

職相談・情報提供等を行います。
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・
う
ず
く
ま
る　

仔
猫
目
で
追
う　

鯉
の
ぼ
り

・
芝
生
刈
り　

香
り
誘

い
ざ
な

う　

五
月
風

・
野
も
山
も　

化
粧
直
し
て　

夏
を
待
つ

・
蓮
の
葉
に　

蛙
昼
寝
の　

五
月
晴
れ

・
す
ず
ら
ん
の　

真
白
き
花
の　

清
々
し

・
古
民
家
の　

囲
炉
裏
竃

か
ま
ど

の　

懐
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
授
か
る　

我
が
家
偲
ば
る

・
還
暦
を　

越
え
初
め
て
の　

ひ
と
り
旅

避
難
の
地
よ
り　

冬
の
越
後
へ

・
村
上
は　

茶
の
北
限
と　

聞
き
な
が
ら

「
大
福
茶
」
い
た
だ
く　

寄
り
た
る
店
に

・
一
時
帰
宅　

す
れ
ば
荒
れ
た
る　

庭
中
に

三み
つ
ま
た椏
の
花　

ま
ば
ら
に
咲
け
り

・
置
き
去
り
の　

金
魚
は
セ
シ
ウ
ム
に　

耐
え
な
が
ら

睡
蓮
の
下
に　

生
き
ぬ
き
て
い
た
り

・
バ
ラ
の
絵
の　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は　

赤
あ
か
と

陽
を
反
し
お
り　

人
無
き
家
に

・
一
時
帰
宅　

す
る
度
荒
廃
を　

見
る
わ
が
家

「
も
う
あ
き
ら
め
よ
う
」
と　

夫
の
つ
ぶ
や
く

・
あ
さ
か
野
を　

わ
が
永
住
の　

地
と
決
め
ん

風
を
感
じ
て　

生
き
て
ゆ
き
た
し

・
吊
り
橋
を　

ゆ
ー
ら
ゆ
ー
ら
と　

渡
る
ご
と

足
元
危
う
し　

目め

ま

い眩
も
つ
身
は

・
ま
さ
か
ま
さ
か　

言
い
つ
つ
避
難
も　

五
年
余
ぞ

ま
さ
か
の
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
と
な
り
ぬ

・
前
向
き
に　

後
ろ
向
き
に
と　

日
々
揺
れ
て

避
難
暮
ら
し
も　

長
く
な
り
た
り

・
夏
休
み　

宿
題
も
せ
ず　

朝
早
く

　
　
　
　
　
　
　

波
に
揉
ま
れ
し　

日
々
思
い
出
す

・
太
陽
に　

素
肌
さ
ら
し
て　

骨
密
度

　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
様
に　

教
え
ら
れ
た
り

・
真
夏
日
の　

熱
砂
に
負
け
ず　

咲
く
花
よ

　
　
　
　
　
　

「
は
ま
ひ
る
が
お
」
の　

姿
懐
か
し

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

古
室　

仁
（
浜
野
）

鈴
木　

育
子
（
長
塚
一
）

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

『
震
災
後
つ
れ
づ
れ
の
記
』

人のうごき５月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

菊
き く ち

地　柚
ゆ ず き

希 5 月 17 日 光浩・麻友子 山　田

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

福岡ヨシノ ９１ 5 月   4 日 郡　山

小畑　一彦 ５４ 5 月   5 日 渋　川

中髙　正雄 ８６ 5 月   6 日 下長塚

（平成 29 年６月１日現在）

・福島県内に避難されている方 4,071 人

2,880 人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から

死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し

ています。

▲ はまひるがお

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎ ０２４６－８４－５２０２
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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隣
り
は
何
を
す
る
人
ぞ
…

　

郡
山
市
内
に
家
を
建
て
、
私
た
ち
夫
婦
は
長
男

一
家
と
と
も
に
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
外
出
時
に

は
鍵
を
閉
め
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
夜
は
暑
く
て

も
、
窓
を
開
け
て
涼
み
な
が
ら
眠
り
に
つ
く
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
周
囲
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
、
近
所
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
、「
隣
り
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
は

極
端
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
代
に
も
わ
た
り
親
戚

同
然
の
よ
う
な
交
流
が
珍
し
く
な
か
っ
た
故
郷
で
の

日
々
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
書
き
入
れ
時
」
の
被
災

　

長
男
と
共
に
羽
根
田
商
店
を
経
営
し
、
主
に
、
私

は
肥
料
や
農
薬
な
ど
農
業
資
材
の
販
売
関
係
、
長

男
は
保
険
代
理
店
業
務
部
門
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

震
災
が
あ
っ
た
３
月
は
、
両
事
業
と
も
に
忙
し
い
時

期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
農
業
資
材
は
、
水
稲

の
作
付
に
備
え
、
水
田
に
元
肥
を
投
入
す
る
「
春
肥
」

の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
に
春
肥
で
は
、
水
田
10
ａ
に
対
し
、
30
キ
ロ

入
り
の
肥
料
を
数
袋
ず
つ
投
入
す
る
な
ど
、
各
農
家

で
は
肥
料
の
量
が
増
え
、
置
場
所
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
お
客
様
の
農
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て

納
入
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
兼
業
農
家
が
増
加
し
、

週
末
に
農
作
業
が
集
中
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
た

め
、
震
災
当
日
は
金
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
倉

庫
は
肥
料
で
満
杯
の
状
態
で
し
た
が
、
原
発
事
故
に

よ
る
避
難
の
た
め
に
放
置
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
を
離
れ
間
も
な
く
、
避
難
先
で
も
春
の
農
作
業

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
様
子
を
見

る
こ
と
が
辛
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
方
の
た
め
に

　

７
カ
所
の
避
難
先
を
転
々
と
す
る
中
、
長
年
、
活

動
し
て
き
た
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
避
難
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
不
自
由
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
方
を

助
け
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

役
場
機
能
が
加
須
市
に
移
り
、
民
生
児
童
委
員

の
多
く
が
活
動
で
き
な
い
な
ど
、
困
難
な
状
況
下
で

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
半
数
の
民
生
児
童
委
員

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
要
支
援
者
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
状
況
の
聞
き

取
り
や
緊
急
時
の
連
絡
先
を
記
す
カ
ー
ド
を
配
る
な

ど
し
な
が
ら
、
活
動
の
基
礎
資
料
と
な
る
「
要
援
護

者
台
帳
」
の
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
と
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

　

今
年
５
月
、
昭
和
61
年
〜
平
成
28
年
ま
で
30
年

間
、
民
生
児
童
委
員
を
務
め
た
（
平
成
16
年
か
ら

は
児
童
民
生
委
員
協
議
会
長
）
こ
と
や
、
震
災
後
の

支
援
活
動
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
光
栄
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
委

員
各
位
の
協
力
が
あ
っ
て
の
賜
で
す
。

　

昨
年
秋
、
民
生
児
童
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
が
、

長
年
活
動
を
と
も
に
し
て
下
さ
っ
た
委
員
の
皆
さ
ん

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●避難先●

　福島県郡山市

（長塚一）

羽根田  信さん

はねだ             まこと
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「
命
拾
い
」
の
始
ま
り

　

約
25
年
前
、
中
学
校
教
員
を
退
職
し
、
双
葉
幼

稚
園
園
長
を
経
て
、
本
格
的
な
老
後
生
活
を
送
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
浪
江
町
請
戸
地
区
に
住
む

友
人
（
元
教
員
仲
間
）
と
互
い
の
自
宅
を
行
き
来

し
な
が
ら
碁
を
打
つ
こ
と
が
生
活
の
一
部
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
当
日
は
、
そ
の
友
人
宅
で
い
つ
も
の
よ
う

に
碁
を
打
っ
て
い
た
と
き
に
、
大
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
碁
石
が
飛
び
散
り
、
重
い
碁
盤
は
車
で
も

付
い
た
か
の
よ
う
に
動
き
回
る
中
、
で
き
る
こ
と

と
い
え
ば
、
部
屋
の
隅
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と

が
せ
い
ぜ
い
で
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
間
も
な
く
、
自
宅
に
向
か
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
、
長
年
親
し
ん
だ
港
町
・
請
戸
を

目
に
し
た
最
後
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
帰
宅
後
、
妻
と
向
か
っ
た
避
難
所
で
大
津
波

の
被
害
を
知
り
、
命
拾
い
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

一
方
、
友
人
の
安
否
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
さ
か
の
再
会
そ
し
て
県
外
避
難

　

震
災
翌
朝
、
避
難
指
示
に
よ
り
、
最
初
に
立
ち

寄
っ
た
浪
江
町
立
苅
野
小
学
校
で
、
そ
の
友
人
と

奇
跡
的
に
再
会
し
ま
し
た
。
憔
悴
し
き
っ
た
様
子

な
が
ら
も
、
互
い
の
無
事
に
安
堵
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
川
俣
町
内
の
避
難
所
を
経
て
、
被
災
当
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
た
た
め
私
た
ち
と
別

避
難
だ
っ
た
母
と
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
再
会
し
、
横
浜
市
内
に
住
む
長
女
一
家
の
も

と
へ
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
続
く
「
命
拾
い
」

　

横
浜
市
で
、
母
は
老
健
施
設
に
短
期
入
所
で
き
、

私
た
ち
夫
婦
は
福
島
県
内
に
戻
ろ
う
か
と
考
え
て
い

た
矢
先
、
心
臓
発
作
を
起
こ
し
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。
医
師
か
ら
「
五
分
五
分
」
と
の
宣
告
を
受
け
ま

し
た
が
、
当
直
に
循
環
器
専
門
医
が
い
た
こ
と
も
幸

い
し
て
、
速
や
か
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
埋
め
込
み

手
術
を
受
け
、
平
成
23
年
７
月
、
郡
山
市
内
に
移
り
、

生
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
男
の
妻
が
南
相
馬
市
出
身
と
い
う

縁
で
、
同
市
内
に
自
宅
を
建
て
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
27
年
夏
、
母
が
近
く
の
特
養
施
設
に
入
所
で

き
た
た
め
、
こ
ち
ら
に
移
り
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

再
び
自
宅
で
意
識
を
失
い
、
南
相
馬
市
立
総
合
病

院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
は
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
の
不
具
合
で
、
緊
急
事
態
で
し
た
が
、
担
当

医
が
震
災
以
前
に
診
察
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
医

師
だ
っ
た
た
め
、
順
調
に
処
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
３
度
目
の
命
拾
い
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
世
代
に
地
域
を
託
す

　

幼
稚
園
長
時
代
に
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

す
っ
か
り
大
人
に
な
り
、
中
に
は
役
場
職
員
に

な
っ
た
方
も
お
り
ま
す
。
故
郷
復
興
に
向
け
、
道

の
り
は
長
く
険
し
い
も
の
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

う
し
た
皆
さ
ん
の
姿
を
目
に
す
る
度
に
、
故
郷
の

将
来
を
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●

　福島県南相馬市

（長塚一）

橋本 孝雄 さん

はしもと        たかお

妻・美紀子さんとともに妻・美紀子さんとともに妻・美紀子さんとともに
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空
か
ら
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
日
々

　

高
校
を
卒
業
し
、
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
後
、
初

任
教
育
を
経
て
、
偵
察
航
空
隊
整
備
群
検
査
隊
の

所
属
と
な
り
百
里
基
地
（
茨
城
県
東
茨
城
郡
小
川

町
﹇
現
・
小
美
玉
市
﹈）
に
勤
務
し
、
自
衛
隊
機
の

整
備
な
ど
を
行
う
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
再
び
、
い
わ
き
市
で
の
生
活
と
な
り

ま
し
た
が
、
同
市
上
空
は
訓
練
空
域
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
自
衛
隊
機
の
飛
行
す
る
様
子
を
目
に
し

た
り
、
そ
の
エ
ン
ジ
ン
音
な
ど
を
耳
に
す
る
と
、

か
つ
て
仕
事
で
携
わ
っ
て
い
た
日
々
を
思
い
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

徐
隊
後
、
10
年
以
上
経
過
し
ま
し
た
が
、
20
歳

前
後
に
体
験
し
た
こ
と
は
忘
れ
な
い
も
の
だ
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
懐
か
し
い
よ
う
な
気

持
ち
す
ら
覚
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

約
10
年
の
空
白
期
間

　

昨
年
、
双
葉
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
ふ
く
し

ま
駅
伝
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
私
は
長
年
に
わ
た

る
「
駅
伝
の
常
連
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

双
葉
中
学
校
３
年
と
小
高
工
業
高
校
１
年
の
と

き
２
年
連
続
で
出
場
し
た
以
降
、
し
ば
ら
く
遠
ざ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、26
歳
の
と
き
、
実
業
団
チ
ー

ム
に
所
属
し
駅
伝
に
取
り
組
ん
で
い
た
妹
が
故
障

続
き
で
ス
ラ
ン
プ
状
態
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ

れ
を
勇
気
付
け
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
約
10
年

ぶ
り
で
コ
ー
ス
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
平

成
27
年
を
除
き
、
毎
年
出
場
し
て
い
ま
す
。

頭
は
「
固
く
な
る
」
も
の

　

自
衛
隊
の
徐
隊
後
、
故
郷
に
戻
り
原
発
関
連
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
ま
た
、
再
び
ふ
く
し
ま
駅

伝
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
腰
痛
に

悩
ま
さ
れ
、
妹
の
紹
介
で
鍼
灸
東
洋
院
に
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
鍼
灸
は
高
齢
者
が
か
か
る
と
こ
ろ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
実
際
は
、
世
代
を
問
わ

ず
「
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
に
繋
が
る
こ
と
で
驚

か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
苦
痛
が
緩
和
・
解
消
さ
れ
た

と
い
う
患
者
さ
ん
の
喜
ぶ
姿
に
、
い
つ
か
携
わ
っ
て

み
た
い
と
い
う
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
平
成
25

年
春
、
そ
れ
ま
で
の
勤
務
先
を
退
職
し
て
、
鍼
灸
師

を
目
指
し
福
島
医
療
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

無
事
、
修
業
年
限
の
３
年
間
で
卒
業
し
、
平
成

27
年
に
は
国
家
試
験
に
合
格
し
て
鍼
灸
師
の
資
格

を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
在
学
中
、
授
業

に
つ
い
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。
怠
慢
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢

が
約
一
回
り
（
12
歳
）
違
う
同
級
生
に
比
べ
、
い

わ
ゆ
る
「
頭
が
固
く
な
っ
て
い
た
状
態
」
に
な
っ

て
い
た
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鍼
灸
・
駅
伝
の
両
方
で
故
郷
と
関
わ
る

　

今
春
、
い
わ
き
市
内
で
鍼
灸
東
洋
院
が
診
療
を

再
開
し
た
た
め
勤
務
し
始
め
ま
し
た
。
長
年
の
経

験
を
持
つ
三
瓶
院
長
を
目
標
に
、
駅
伝
同
様
、
双

葉
町
民
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●

　福島県いわき市

（長塚一）

佐藤　剛さん

さとう              ごう
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－ 

編
集
後
記 

－

　大人になったら、困っている人の役に立つ仕事をすることが、ぼくの夢

です。

　今まで、僕が困っている時、いろんな人に何度も助けてもらいました。

　助けてくれた人たちはみんな、ぼくがお礼を言うと手を上げて笑顔を返

してくれたのが本当にうれしかったです。

　このような体験から、ぼくも困っている人を見かけたら、そっと手を差

パークゴルフ大会に参加した、左から

今泉千鶴子さん（長塚二）、パークゴル

フ 協 会 の 方（いわき市）、 田中啓子さ

ん（長塚二）、高木道子さん（鴻草）の

笑顔です。

（山田）埼玉県加須市立高柳小学校　６年　　　　　　　くん明
あ け ま

間　慶
け い た

大

　

じ
め
じ
め
と
し
た
湿
度
の
高
い
日
が
続
き
、
気
分
も
身
体
の
調
子
も

上
が
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
色
鮮
や
か
な
紫
陽
花

の
花
な
ど
を
見
る
と
そ
ん
な
気
分
も
少
し
晴
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
マ
マ
サ
ロ
ン
in
な
こ
そ
で
の
一
場
面
で
す
。
参
加
し

た
女
の
子
が
自
分
よ
り
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
て
あ
げ
よ
う
と
、
お

も
ち
ゃ
を
持
っ
て
き
た
り
、
声
を
か
け
た
り
し
て
い
る
姿
が
な
ん
と
も
か

わ
い
ら
し
く
、
微
笑
ま
し
い
場
面
で
し
た
。
マ
マ
サ
ロ
ン
は
、
お
母
さ
ん

や
お
子
さ
ん
同
士
の
交
流
、
情
報
交
換
な
ど
が
で
き
る
場
と
し
て
毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
や
看
護
師
も
参
加
し
て

お
り
、
お
子
さ
ん
と
遊
び
な
が
ら
成
長
を
確
認
す
る
な
ど
、
お
母
さ
ん
が

お
子
さ
ん
と
離
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
が
明
け
る
と
厳
し
い
暑
さ
が
待
っ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
ま
た
、
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
よ
う
栄
養
と
休
息
を
と
っ

て
体
調
を
崩
さ
ず
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

しのべることができるような人になりたいと思う

ようになりました。

　今は夢をかなえるために、学校では学校行事な

どを運営する代表委員としての活動など、毎日の

生活を一生懸命がんばっています。
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